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2024年 1月号 

ＪＴＣＣ ニュース  （一社）日本繊維技術士センター 

 

２０２４年の新年を迎えて

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人  日本繊維技術士センター  理事長  西中久雄

皆さま、あけましておめでとうございます。

平素は当センターの活動にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。

コロナ禍も昨年春より落ち着き始め、ほぼ通常の生活を取り戻した感があります。

当センターはコロナ禍の中で  Web  の活用を進め、内部会議、技術支援会議だけでなく、教育講座の  Web

配信も進めてまいりました。

当センターの教育講座を社内教育の一環として取り入れていただく会社・団体も増えており、賛助法人会員

の方々も活用していただければ幸いです。

昨年の繊維機械学会誌の１１月号巻頭言に「当センターは設立６１年目を迎え、この先１００年を目指す」と

書きました。このためには、時代の変化にも適応することが必要で、「セカンドキャリアからサイドキャリア」として

理事長就任時にお願いしましたように、現役の技術士の方々の協力が不可欠になります。

従来以上に賛助法人会員の企業・団体の方々との連携を強めて参りたいと考えています。

よろしくご協力をお願い申しあげます。

また、繊維業界では  2022  年５月に発表されました「繊維ビジョン」「繊維技術ロードマップ」を受け、その後も

経済産業省では繊維製品のサスティナビリテイ、資源循環システムについての審議・検討も進められており、

その情報もこの  JTCC  ニュースで発信してまいります。

本年も  JTCC  ニュースを通じて、賛助法人会員、  JTCC  会員、業界の皆さまに有益な情報がお届けできる

ように努めてまいります。

本年もご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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Ⅰ．（日本繊維技術士センターの行事予定） 
（一社）日本繊維技術士センターのホームページは、「繊維ＪＴＣＣ」で検索できます。 

  

＜ＪＴＣＣ開催講座のご案内＞  

（対面講座のコロナ対策：募集人員の制限、体温が37.5℃以上の方は受講不可、マスク着用、手の消毒を実施） 

 

●令和６年度の技術士試験一次、二次試験の日程及び会場  

   令和６年度の日程が決まりました。 

項目 技術士一次試験 技術士二次試験 

受験資格 制限なし 技術士一次試験合格者 

受験申込書の配布 令和６年６月７日～２６日 令和６年３月２５日～４月１５日 

受験申込書の受付（写真要） 令和６年６月１２日～２６日 令和６年４月１日～１５日 

試験日 令和６年１１月２４日 令和６年７月１５日 

筆記合格発表 令和７年２月 令和６年１０月 

口頭試験 なし 令和６年１１月～令和７年１月 

技術士資格合格連絡  官報にて告示、本人宛に合格書送付 

試験会場 北海道、宮城県、東京都、神奈川県、新潟県、石川県、 

愛知県、大阪府、広島県、香川県、福岡県及び沖縄県 

   

●令和６年度 技術士第二次試験受験講座の講義スケジュール （添付資料参照） 

１．講座スケジュール （講義時間：１０時～１７時  途中休憩あり） 

日程 内容 

3月９日（土） ・オリエンテーリング、経歴書の書き方 

・必須科目（繊維産業、繊維産業と環境対応） 

・論文の書き方 

３月１６日（土） ・選択科目１ （６－１）天然繊維・化学繊維、合成繊維・高機能繊維、不織布 

         （６－２）染色、機能性繊維・新技術、環境対応 

３月２３日（土） ・選択科目２ （６－１）紡績、織物、編物 

         （６－２）繊維二次製品製造、試験・表示、生産管理・品質管理 

４月２０（土）・ 

２１日（日）予備日 

・演習問題解答解説と添削指導 大阪、東海、関東の各地区で分散して行う。 

（大阪：オンライン、対面   東海：オンライン、通信   関東：オンライン） 

（受講地区は、受講者の地域性、受講場所の希望を考慮して決めます） 

５月１１日（土） ・技術士第二次試験模擬試験 

（オンライン、対面） 

５月２５日（土）・ 

２６日（日）予備日 

・模擬試験問題解答解説と添削指導 大阪、東海、関東の各地区で分散して行う。 

（大阪：オンライン、対面   東海：オンライン、通信   関東：オンライン） 

（受講地区は、受講者の地域性、受講場所の希望を考慮して決めます） 

２．受講資格：技術士第一次試験を合格された方 

３．講義内容：２０２４年度の技術士第二次試験に向けの内容です。（口頭試問は、含みません。） 

４．講義方法；講座は原則オンラインで行います。（Teams使用） 

         添削指導はオンライン・対面・通信があります。受講していただく地区、ご希望によって異なります。 

５．募集期間：２０２４年１月９日（火）～２月２９日（木） 

６．受講料金：８０，０００円＋消費税   再受講の方は、５０，０００円＋消費税  （受講料振込用紙を送付します） 

７．募集の申し込み方法 

  ・以下の表に記入の上、FAXをしてください。  （FAX番号 ０６－６４８４－６５７５） 

  ・JTCCのホーページから応募してください。 
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◆2023年度 新入社員のための「分かりやすい繊維基礎講座」のご案内 

一般社団法人 日本繊維技術士センター（JTCC） 
 

 本講座は、令和５年に繊維関係の会社に就職された新入社員の方々や、初めて繊維関係のお仕事をされる方々、 

および繊維に関する基礎的で実用的な知識を学ばれたい方々のための「分かりやすい繊維基礎講座」です。 

 

１．講座の趣旨 

対面講座については大阪市内あるいは近郊の繊維関係会社（繊維メーカー、アパレル製造・販売会社、衣料量販店、百貨店、

商社、繊維団地など）の社員の方々を対象に、平日の夕方、会社業務がほぼ終わりになる時間より開催します。対面講座の会

場は、地下鉄御堂筋線：本町駅に近い、輸出繊維会館6階の日本繊維技術士センター（JTCC）大阪事務所です。 

また、同時に講義内容をオンライン配信いたします。 

 

２．講座の主な内容 

講義は JTCC（日本繊維技術士センター）所属の技術士が担当し、画像や現物サンプルなどを用い、目・耳・手を駆使して繊維

を理解して頂くよう、カリキュラムを工夫しています。 

 またオンライン配信ではその様子をご覧になっていただきます。 

 

詳細内容および申し込みはJTCCホームページをご覧ください。 

 

◆ＪＴＣＣ「公開講演会」 

  「先端繊維技術セミナー」の開催 

□第2回を 2024年 3月 2日（土）に予定しています。 

      詳細は、次月号に掲載します。 

◆令和５年度「繊維寺子屋“観て・触って・考える・体験塾」 （参考案内） 

日程：A コース（素材、布編）･･･令和 6 年(2024 年)1 月 13 日（土）・27 日（土） 

体験 時間･･･9:15～16:45  

B コース（アパレル編）･･･令和 6 年(2024 年)2 月 3 日（土）・2 月 17 日（土） 

体験時間･･･9:15～16:45 

 

会場：機械振興会館･･･日程により使用する部屋が変更になります。お申込の方に別途、連絡します。  

〒105-0011 東京都港区芝公園３丁目５−８東京タワー前    TEL： 03-3434-8211 

申込期限：令和５年（2023 年）1２月 24 日（日）  

連絡先： FAX：03-5614-0103 または E-mail ：jtcc-kt@nifty.com   でお申し込みください。 

        

 

  

mailto:jtcc-kt@nifty.com
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広告 

御幸毛織株式会社 

 

 

 

 

Ⅱ．（業界ニュース） 

１． 経済産業省（生活製品課）繊維製品における資源循環システム検討 

「繊維製品における資源環境システム検討会」が 7回開催され、その内容が発表されています。 

9月 28日に以上の内容の「まとめ」が経済産業省より掲示されています。 

経済産業省-生活製品課-繊維-「繊維製品における資源環境システム検討会」 

「繊維製品における資源環境システム検討会」報告書  

報告書概要 

２． 環境省 

     新着情報なし 
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       繊維製品品質管理士の受験用テキストが改訂されます。  次頁の広告を参照してください。 

       「新改訂版 繊維製品の基礎知識」    価格：５，６１０円 

   ●（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）  

    ・新着情報なし 

●関西ファッション連合  

・新情報なし    

 

 

  

３．日本化学繊維協会、日本綿業振興会、日本染色協会

●日本化学繊維協会（詳細は化繊協会のホームページ参照してください）

  ・日本化学繊維協会の広告の中に、信州大学の広告が掲載されています。

「疾走するファイバー展」  信州大学繊維学部の活動記事が掲載されています。

●日本綿業振興会（詳細はホームページ参照）

  ・  新情報なし

●日本染色協会（詳細はホームページ参照）

  ・  新情報なし

４．（一社）日本衣料管理協会、（一社）繊維評価技術協議会（繊技協）、他

  ●（一社）日本衣料管理協会
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広告 

一般社団法人 日本衣料管理協会 

   「新改訂版 繊維製品の基礎知識」   
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Ⅲ．（技術情報）     詳細な内容は各学会誌、月刊誌をご覧下さい。 

◆＜繊維学会誌＞ 2023年12月号 ―――――――――――――――――――――――――― 

特集 ＜頑張る若手研究者＞ 

〇 超高分子量ポリマーの溶融成形による繊維・フィルム材料の創製 

                                       群馬大学 撹上将規 

１．はじめに 

   超高分子ポリマーは、溶融粘度が高く、溶融成形は困難である。「溶融延伸法」を用    

いて、溶融延伸における動的な分子鎖絡み合いの状態の変化と、溶融延伸による   

超高分子ポリエチレン繊維及び薄膜の創製について紹介する。 

  ２．Ｉｎ ｓｉｔｕ計測による溶融延伸過程の動的な分子鎖絡み合い状態変化の解明 

  ３．溶融紡糸・溶融延伸によるＵＨＭＷ‐ＰＥ繊維の作製 

  ４．溶融二軸延伸によるＵＨＭＷ‐ＰＥサブミクロン薄膜の作製 

   ５．おわりに 

 

〇 生分解プラスチックの普及に向けたセルロースナノファイバー複合材料の開発 

                                          地独法人 京都市産業技術研究所 野口広貴 

１． 緒言 

      セルロースナノファイバー（ＣＮＦ）と生分解性プラスチックのポリブチレンサクシネート（PBS）の複合化に関する 

研究成果 

２．実験方法 

   ３．結果と考察 

   ４．結論 

     非強化のPBSに対してセルロースを１０wt％複合することで、弾性率は３倍になり、荷重たわみ温度は１８℃以上 

     向上した。この性能向上には、PBS内部で形成されたネットワークが寄与している。CNFを複合化することで、樹脂 

内部においても分解が促進されている。 

 

○ イオン液体型高分子電解質の溶液物性 －従来の水溶性高分子電解質との比較－       福井大学  松本 篤 

１．はじめに 

   ２．高分子電解質のスケーリング理論 

   ３．溶液中における高分子イオン液体の構造と溶液粘度 

   ４．高分子イオン液体溶液中の静電遮蔽：溶液粘度 

   ５．おわりに 

      高分子イオン液体は、高イオン電導性、二酸化炭素吸収特性や抗菌性といったイオン液体としての性質に加え、 

     高分子としての良好な成型加工性を有する。固体電解質膜、ガスセンサー膜や抗菌膜としての利用が期待できる。 

 

○ リグニン由来バイオマスを原料とする芳香族高分子の構造制御                     岡山大学  新 史紀 

   １．はじめに    

   ２．フェルラ酸を原料としたバイオマスポリマーの高次構造制御  

   ３．カフェ酸を原料としたバイオマスポリマーの高次構造制御 

   ４．まとめ 
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◆＜繊維製品消費科学会誌＞ 2023年11月号 ―――――――――――――――――――――― 

解説  

「繊維産業におけるSXの取り組み」 

 ○欧州におけるフッ素化合物規制（PFOA後）状況      AGC㈱  環境企画グループ 

  １．フッ素化合物に関する欧州における規制状況 

    １-１ PFASとは 

   １-２   PFOA規制 

  １-３ PFHｘＡ規制 

  １-４ ＰＦＡＳ規制案 

 ２．国際条約と国内法最新情報 

  ２-１ 国際条約 

                       ２-２ 国内法「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」（化審法） 

 

〇  藤高タオルの創業から近代までの歩み                                 （株）藤高  藤高 亨 

 

                                            

 

                             

       

       

       

          

          

       

          

          

          

        

        

        

 

〇 衣服圧シミュレーションとその応用                                  信州大学  堀場洋輔 

     １．はじめに  

        ２．衣服圧シミュレーションの仕組み 

        ２-１ 衣服圧シミュレーションとは 

        ２-２ 衣服圧シミュレーションの仕組み 

        ２-３ 衣服圧シミュレーションの事例 

       ３．衣服圧シミュレーションの課題 

       ４．衣服圧シミュレーションの応用 

        ４-１ 筋骨格シミュレーションとは  

        ４-２ 衣服の動作快適性評価 

       ５．おわりに 

 

 ○ フィールド実験によるウール混靴下の消臭性および抗菌性の検証   

                    京都女子大学  飯塚夏穂、玉石七海、諸岡晴美  大阪成蹊短期大学  坂下理穂 

                                                     岡本（株）  新賀一郎、櫻井一成 

       

  

 

○ 消費者へのエシカル教育  大阪体育大学  大本久美子

○  衣服圧が快適性に及ぼす影響と衣服の設計・評価  京都女子大学  諸岡晴美
　　１．はじめに

２．衣服圧の発生

３．衣服圧が人体生理・心理に及ぼす影響

  ３-１  衣服圧のデメリット（デメリット）
  ３-２  衣服圧のメリット（有効利用）
４．衣服圧設計に際して留意すべき点

  ４-１  着用対象者の年齢
４-２  用途に応じた体型をもつ被験者の選定

  ４-３  圧感受性の部位差
５．衣服圧の現状と課題

６．局所圧設計のために

７．おわりに
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◆＜繊維機械学会誌＞  「月刊せんい」 2023年11月号 ―――――――――――――――― 

巻頭言 

○ 日本繊維技術士センター（JTCC）の更なる発展を目指して    

（一社）日本繊維技術士センタ ー  西中久雄 

  １．JTCCの役割 

  ２．JTCCの課題 

  ３．JTCC１００年に向けて 

   

○繊維生物の機能改変と応用           京都工芸繊維大学   小谷英治  

  １．はじめに 

  ２．細胞障害性遺伝子の応用   

                         

      

    

 

    

    丸茂征也 

  １．はじめに 

２．Ｔｅｘｔｉｌｅ Ｅｘｃｈａｎｇｅ 

３．ＳＤＧｓとＴｅｘｔｉｌｅ Ｅｘｃｈａｎｇｅ 

  ４．Ｔｅｘｔｉｌｅ Ｅｘｃｈａｎｇｅの認証制度  

       ５．各認証基準 

       ６．認証手順 

 

     〇マスクの簡便な圧力損失評価方法                 福岡工業技術センター   山本圭一朗、泊 有佐 

       １．はじめに 

       ２．評価に用いたマスク 

       ３．簡易測定装置の試作 

       ４．通気性から圧力損失への簡易換算 

       ５．おわりに 

 

◆＜日本技術士会誌＞  「技術士PE」 2023年10月号 ―――――――――――――――― 

〇資源・金属分野における２０５０年カーボンニュートラル  

資源工学部門 堀 昭博、  金属部門 田中和 

〇ジョブ型社会における働き方～機械系技術者によるキャリア形成   

機械部門 飯島晃良 

〇技術者のアイデンティティ                          建設部門 西井康浩 

〇強風によるクレーン事故事例と対策技術            機械、金属部門 濱崎 豊 

〇エネルギー供給の選択肢をつくる      機械、電子、情報工学部門  長谷川裕之 

 

「技術士PE」 2023年11月号 ―――――――――――――――― 

〇「次世代路面電車（LRT）芳賀・宇都宮ライトラインの建設  電気電子部門  金澤政和 

〇組織連携による安全の実現               日本原子力開発機構  大場恭子 

〇脱炭素社会に向けた次世代原子力発電の役割                         機械部門  荒野喆也 

〇弁護士会におけるクオータ制                                        弁護士 山田秀雄 

〇若手人材への技術伝承と生涯現役を目指して                           繊維部門 高田忠彦 

 

  

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　３．セリシン繭産生カイコの利用

　　　　　　　　　　　　　　　　４．フィブロイン含有量の高い繭を産生するカイコ

　　　　　　　　　　　　　　　　５．おわりに

〇  繊維産業におけるサスティナビリティとＴｅｘｔｉｌｅ  Ｅｘｃｈａｎｇｅ承認
（一財）ケケン試験認証センター
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広告 
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（月刊誌） 

◆＜加工技術＞ 2023年11月号 ――――――――――――――――――――――――――――  

〇 衣類の資源循環促進を目指して  ―環境配慮設計の指針― 

                          NPO法人 繊維技術活性化協会  堀 照夫 

    １．はじめに 

    ２．経済産業省の活発な動き 

    ３．繊維技術ロードマップの進捗状況 

    ４．スマートテキスタイルとサステナブルファッションの展開 

    ５．超臨界染色のその後 

   ６．おわりに 

 

 

   〇 JIS／ISO開発を推進する繊維技術評価協議会                   （一社） 繊維技術評価協議会 

       ―花粉由来・ダニ由来タンパク質の低減化加工マークが前進 

 

〇ITMA２０２３ ミラノ展視察記 ４ 

                                                    Advanced Consulting Partners   伊藤高廣 

  Ⅳ Ｄｉｐ Ｄｙｅｉｎｇ（浸染） 

    詳細は本誌をご覧ください。 

 

＜JTCC新市場創造講座＞                                     JTCC  永安直人 

    新市場を目指した繊維生産・流通システム １５ 

〇繊維産業・日本のアパレル考（２）                                                               

６．消費財と衣料（アパレル） 

７．江戸期・明治前期の経済と市場  

８．綿布の輸入と国産綿布 

９．江戸期・明治の麻布 

 

＜時空繊維＞                                                        JTCC  八木健吉 

           ２５ 対馬麻と雨森芳州                                

・対馬に核のごみ？                            ・対馬訪問の動機 

・ 雨森芳洲のプロフィール                   ・「街道をゆく」の雨森芳洲 

・厳原の町                          ・国分寺―朝鮮通信使の客館跡― 

・西山寺―対朝鮮外交機関「以酊庵」跡―     

    

◆＜不織布情報＞ 2023年11月号  ―――――――――――――――――――――――――― 

      【特集１】複合不織布 

      〇活躍の場を広げる複合不織布 

      〇要求特性に適した４つの製法を基にさまざまな複合不織布製品を展開 

 【特集１】海外からの話題 

      〇シナジー効果で大きな成果や新たな価値を生み出す  フロイデンベルグ・スパンウエブ・ジャパン 

      〇産業機械商社から見た中国の製造設備動向と衛生材用・自動車用途のこれから 双日マシナリ― 

      〇ヴェオセル™ブランドで見る一般消費財に使用されている不織布製品   ＬＥＮＺＩＮＧ 

      〇ＫＮＨ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ社の製品イノベーション、持続可能な開発、医療用不織布の展望の紹介 

                                                                ＫＮＨ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 

      〇SDGsに取り組む台湾の不織布事情と「ANEX ２０２４」  TNFIA 

      〇２０２３－２０２４年の自動車のカラートレンドの予測を発表  BASF 

  

・対馬麻を知る

  ・生家跡に雨森芳洲庵
・長寿院—雨森芳洲の墓所―

・佐須奈湾―釜山への出港地―
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◆ ＜新聞、他＞ 

      繊研新聞  （先月号と同じ） 

〇２０２３年１～７月 の衣料品の輸入 （数量：百万点、金額：億円、シェア：％、下段：前年同期比）     

順

位 

国 ニット衣料 布帛衣料 合計 

数量 金額 数量 金額 数量 シェア 金額 シェア 

１ 中国 825 4,772 495 4,442 1320 57.4 9,214 49.1 

▲9.5 ▲6.6 ▲1.1 ▲1.4 ― ― ― ― 

 

２ 

ベトナム 242 1,711 102 1,606 344 15.0 3,317 17.7 

5.8 14.7 2.9 17.6 ― ― ― ― 

３ 

 

バングラデシュ 141 599 46 525 187 8.1 1,124 6.0 

0.0 5.7 ▲14.3 0.7 ― ― ― ― 

４ カンボジア 84 459 42 528 126 5.5 987 5.3 

▲10.8 4.3 ▲6.3 1.9 ― ― ― ― 

５ ミャンマー 60 284 62 733 122 5.3 1,017 5.4 

13.4 17.0 27.1 38.2 ― ― ― ― 

６ インドネシア 33 268 30 417 63 2.7 685 3.6 

▲8.0 6.0 10.2 33.2 ― ― ― ― 

７ イタリア 1 278 1 423 2 0.1 701 3.7 

3.1 28.3 11.1 37.8 ― ― ― ― 

 その他 91 843 44 876 135 5.8 1,719 9.2 

― ― ― ― ― ― ― ― 

全世界 1,477 9214 822 9,550 2,299 100 18,764 100 

▲5.4 1.8 0.7 8.7 ― ― ― ― 

                                                      出所：日本貿易統計 

 

  上記記事は、今後繊研新聞の発表があった時に掲載します。 

   

  日本の衣料品の市場規模の推移     

年 市場規模（兆円） 供給量（億点） 備考 

１９９０ １５．３ ２０ 過去最大の売上 

２０１８ １１．０ ４０ コロナ前 

２０２０ ８．６ ３６  

２０２２ ８．７ ３７  

    ２０２３年は、コロナの影響が減少していますが、市場規模の回復は難しいと言われている。 

 

   日本の衣料品の販路       

 ２０１３年（％） ２０２２年（％） 増減率（％） 

百貨店 ２３ １５ ▲３５ 

量販店 １４ ８ ▲４３ 

専門店 ５１ ５４ ６ 

通信販売 １２ ２３ ９２ 

    約１０年の間に、売り上げを伸ばしたのは、通信販売（ネット販売）です。 
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    「ＪＴＣＣニュース」では、毎月数社の企業紹介や製品の案内をさせていただきます。 

掲載をご希望の方は、jtccnews＠mbr.nifty.com に投稿してください。（掲載料金は無料です。） 

賛助法人・団体会員様の声（技術的な問題，ＪＴＣＣに対する声などをメールでお聞かせください） 

連絡先：jtccnews＠mbr.nifty.com 

ＪＴＣＣニュース用のメールアドレスは、jtccnews＠mbr.nifty.com です。 

編集：一般社団法人 日本繊維技術士センター  広報委員会  JTCCニュース担当   金田哲郎 
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